
様式第4号（第2条・第3条関係）

電話　０９０—１１２２—３３４４

　会社員 ・ 自営業 ・ 無職 ・ その他（パート等）

　勤務先【　　　　　　　 　　　　　　　　　　　】】

・

・

・

・ ・

□ 請求者の保険証の写し □ 出生
□ 委任状 □ 監護開始（ 養子縁組 ・ 同居 ・ 施設退所 ）
□ 別居監護申立書   消滅・減額→増額
□ 監護相当・生計費の負担の確認書 ・前受給者氏名
□ その他（          ） ・消滅・減額日 （   年   月   日）

□ 制度改正
□ その他（                 ）

認定・改定年月

令和　　年　　　月

改定後手当月額

円

備
考

※消滅・減額→増額の場合、前受給者氏名（ふりがな）・生年月日・住所（公務員は所属）を確認。

事 由 の 発 生 し た 年 月 日 令和　　６・　１０・　１

不足書類 その他 認定・改定・却下年月日

増　額　し　た　理　由
ア．出生

イ．その他（　制度改正　）

減 額 し た 理 由

ア．死亡した
イ．監護しなくなった
ウ．生計を同じくしなくなった
エ．生計を維持しなくなった
オ．日本国内に住所を有しなくなった（留学を除く）
カ．未成年後見人でなくなった
キ．児童の兄姉等を監護相当の世話をしなくなった

ク．児童の兄姉等の生計費の負担をしなくなった
ケ．父母指定者でなくなった
　（児童の生計を維持する父母等の帰国）
コ．児童自立生活援助を受け、里親等に委託され、又は
       児童福祉施設等に入所若しくは入院するに至った
サ．児童と同居しなくなった（単身赴任の場合を除く）
シ．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

年　月

平成 有・無 有・無 同居・別居（別紙のとおり） 令和 年　月

・ 5 有・無 有・無 同居・別居（別紙のとおり） 令和山形　一郎 子 平成 １６ ・ ４

維持

増　額　又　は　減　額　の　原　因　と　な　る　児　童　の　兄　姉　等
（18歳に達する日以後の最初の３月31日から22歳に達する日以後の最初の3月31日までの間にある者）

氏名 続柄 生年月日
監護相当
の有無

生計費
負担

の有無

同居・
別居の別

海外留学をしてい
る場合の出国年月

 令和 維持

平成
・ ・ 有・無

同一

 令和

同一

同 ・ 別 令和 年　月
・未成年後見人
・父母指定者
・同居父母

同 ・ 別 令和 年　月
・未成年後見人
・父母指定者
・同居父母

・未成年後見人
・父母指定者
・同居父母 令和 維持

平成
・ ・ 有・無

有・無
同一

同 ・ 別 令和 年　月

海外留学をして
いる場合の出国

年月
※児童との関係

平成
・ ・

増　額　又　は　減　額　の　別 増　額　　・　　減　額

増　額　又　は　減　額　の　原　因　と　な　る　児　童　

氏名 続柄 生年月日
監護の
有無

生計
関係

同居・
別居の別

・ 1
加入している
公的年金制度
の種別

ア．厚生年金保険
　※以下の共済の組合員である場合は（）に○を記入

 （ 　 ）私立学校教職員共済
 （ 　 ）（国家・地方）公務員等共済
 （  　）日本郵政共済
イ　国民年金
ウ　その他（ 未加入 ・ 生活保護 ）

職業
〇〇株式会社

男・女 生年月日
昭和
・

平成
55 ・ 5

受

給

者

（ふりがな） やまがた　　　　たろう

住所
山形市

氏名 山形　太郎
旅篭町二丁目３番２５号
べにばなアパート１０２号

性別

児童手当　額改定認定請求書・額改定届

認定番号 提 出 年 月 日 ※受付確認年月日

（宛先）山形市長 　令和　６ ・ １０　・ １５

記入例

児童手当の受給者について
（振込口座の名義人の方） 大学生年代（22歳に達する年度末まで）のお子さんから数えて、

養育する児童が３人以上いる場合、第３子以降の児童の手当額を
増額させるために必要な届出です。別紙「監護相当・生計費の
負担についての確認書」も併せてご提出ください。

現在児童手当の支給対象となっている中学３年生以下の児童や、
高校生年代の児童（山形市で児童手当を支給していた、またはこれまで山形市に提出した認定請求書や
現況届に当該児童について届出をしたことのある者に限る）については、記入の必要はありません。

大学生年代のお子さんについて記入してください。
監護：日常生活上の世話・保護をしているか（定期的な面会等）
生活費の負担：受給者が対象児の学費や生活費等の負担をしているか
※どちらも「有」の場合にカウント対象となります。
※就職しているお子さんも、養育要件に該当する場合は対象となります。

改正法の施行日を記入してください。
この日以降に、対象児童の養育を
開始した場合は該当する日付を記入してください。



様式６号の９

認定番号

（宛先）　山形市長
受付年月日

0 1 2 3 1 2 3 1 2 3 1 2 令和 9 年 3 月
　１　生活費（食費、家賃等）
　２　学費
　３　その他（　　　　　　　　）

令和 年 月
　１　生活費（食費、家賃等）
　２　学費
　３　その他（　　　　　　　　）

令和 年 月
　１　生活費（食費、家賃等）
　２　学費
　３　その他（　　　　　　　　）

　※　学生がアルバイト等をしている場合は学生に〇をつける。

記載内容について上記のとおり相違ありません。

【申立人】（児童手当の請求者・受給者） 令和　６年　１０月　１５日

住所

氏名 山形　太郎

　山形市旅篭町二丁目３番２５号
　べにばなアパート１０２号

申立人による監護相当の状況（いずれかに〇）
申立人による生計費の負担の状況

（該当するものすべてに〇）

学生　・　無職　・　その他

　１　同居し、日常生活上の世話・必要な保護をしている
　２　別居しているが、定期的な連絡・面会等をしており、
　　　監護相当である
　３　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

卒業予定時期
（学生の場合のみ）

通学先（学生の場合のみ）

月 日

3

ふりがな
生年月日 住所氏名

平成 年

個人番号 続柄 職業等（いずれかに〇）※

学生　・　無職　・　その他

　１　同居し、日常生活上の世話・必要な保護をしている
　２　別居しているが、定期的な連絡・面会等をしており、
　　　監護相当である
　３　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

卒業予定時期
（学生の場合のみ）

2

ふりがな
生年月日 住所

個人番号 続柄 職業等（いずれかに〇）※ 通学先（学生の場合のみ）

年 月 日

子 学生　・　無職　・　その他 仙台〇〇大学
　１　同居し、日常生活上の世話・必要な保護をしている
　２　別居しているが、定期的な連絡・面会等をしており、
　　　監護相当である
　３　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

氏名

平成

申立人による監護相当の状況（いずれかに〇）
申立人による生計費の負担の状況

（該当するものすべてに〇）

月 5 日 山形市旅篭町二丁目３番２５号　べにばなアパート１０２号

卒業予定時期
（学生の場合のみ）

申立人による監護相当の状況（いずれかに〇）
申立人による生計費の負担の状況

（該当するものすべてに〇）

監護相当・生計費の負担についての確認書

私は、以下に記載する者（注１）について、監護に相当する日常生活上の世話及び必要な保護をし、かつ、その生計費を負担していること（注２）（以下「監護相当・生計費の負担」とい
う。）を下記のとおり申し立てます。
申立てが真正であることの証明を求められた場合は、関係する書類を提出します。

注１　18歳に達した日以後の最初の３月31日を経過した者から22歳に達した日以後の最初の３月31日までの間にある者
注２　当該者があなたの収入により日常生活上の全部又は一部を営んでおり、かつ、これを欠くと通常の生活水準を維持することができない場合

記

1

ふりがな
生年月日 住所氏名

や　ま　が　た　　　　い　ち　ろ　う

平成 16 年山形　一郎
個人番号 続柄 職業等（いずれかに〇）※ 通学先（学生の場合のみ）

4

学生の場合、通っている学校と
卒業予定時期を記入してください。

山形市外にお住まいの
お子さんの場合は、
マイナンバーを必ず
記入してください。

記入例

お子さんの住民票の住所を
記入してください。

同居・別居や、就職の有無にかかわらず、請求者がお子さんの
養育・生活費の負担をしている場合はカウントの対象となります。
※生活費を負担している状況とは・・・
　請求者の収入によりお子さんの生活費や学費等を負担しており、
　これを欠くと通常の生活水準を維持することができない場合
　を指します。

児童手当の請求者（受給者）の
住所及び氏名を記入してください。

大学生年代（１８歳の年度末～２２歳の年度末まで）のお子さんは支給の対象になりませんが、
大学生年代以下のお子さんから数えて、３人以上を養育している場合に、
第３子以降の児童（高校生年代以下）の手当額を増額させるための届出です。
※大学生年代の児童がいても、自立していて生計が分かれている場合や、
　大学生年代以下の児童が３人に満たない場合は確認書の提出は不要です。

就職している場合は、
その他に〇を付けてください。
※親の経済的負担がない場合
　この届出は不要です。
　（カウント対象になりません。）

親等の経済的負担のある大学生年代の
お子さんについて、記入してください。


